
志木市町内会サロン活動支援補助金 よくある質問と回答 

 

 質問内容 回答内容 

１ この補助制度はいつできたのか。 令和３年４月に施行しました。 

２ この制度の対象は。 申請対象は町内会のみです。 

３ 昨年度に実施した事業は対象外

か。 

４月１日～３月３１日かつ、交付

決定後に実施した事業が対象で

す。昨年度実施した事業は対象外

となります。 

４ 補助金の申請時期は。 事業開始前に必要書類を添えて申

請してください。 

５ 補助金の対象となる費用は。 経常的に使用する消耗品費、印刷

費などの経費及びサロン活動とし

て取り組む事業の経費が対象で

す。 

６ 経費の具体的な支出項目は。 報償費、謝金、費用弁償、需用

費、消耗品費、印刷費、食糧費、

光熱水費、役務費、通信運搬費、

保険料、使用料、会場借り上げ

料、機材借り上げ料です。 

詳細は、市民活動推進課へ相談く

ださい。 

７ 町内会館がない町内会はどうすれ

ばいいのか。 

市民活動推進課へ相談のうえ、貸

館等を利用してサロン運営をして

いただくことで補助対象となりま

す。その際は、会場費を経費に含

めることができ、補助の対象とな

ります。 

８ おにぎりやお弁当などは対象とな

るのか。 

サロン事業において、提供する場

合は対象となります。 

ただし、一部の人のみで飲食する

場合は対象となりません。 

９ ビールなどのアルコール飲料は対

象となるのか。 

アルコール類は対象となりませ

ん。 



１０ サロンに関する会議や懇親会を飲

食店で開催したが、対象となるの

か。 

飲食店の費用は対象となりませ

ん。 

１１ 自動販売機で購入した飲料は対象

となるのか。 

自動販売機での購入は領収書等が

確認できないため、対象となりま

せん。領収書が発行される店舗で

の購入をお願いします。 

１２ 他制度により補助金を交付されて

いる場合は対象外となるのか。 

対象外ですが、他補助金を差し引

き残額がある場合、その残額が対

象となる可能性があります。 

１３ 補助金交付申請に見積書の添付は

必要か。 

見積書の添付は必要ありません。

予算額を記載してください。 

必要に応じて申請内容を確認しま

す。 

１４ 申請書に印鑑は必要か。 印鑑は不用です。窓口ほかメール

での提出も可能です。 

１５ 活動計画、収支予算書は全て埋め

なくてならないのか。 

該当する箇所のみ記載し、合計額

を算出してください。 

１６ 年度をまたぐ事業は申請できるの

か。 

年度単位で申請をしてください。 

１７ 事業実施は交付決定通知書を受け

てからか。 

前年度から継続の場合に限り、申

請前に事業を実施することが可能

です。 

新規に始める場合には、必ず交付

決定通知を受けてから事業を実施

してください。 

１８ 事業開始まで遡及して活動費が対

象となるのか。 

前年度から継続の場合に限り、事

業開始に遡り対象となります。 

新規に始める場合には、交付決定

通知を受けた日から対象となりま

すので、ご注意ください。また、

開始した月により補助額が変わり

ますのでご注意ください。 

１９ 審査の結果、経費などが認められ

ない場合があるのか。 

市民活動推進課において審査の結

果、対象とならない活動や経費が

ある場合があります。 



新規に始めるサロン事業や内容に

不安のある事項などについては、

事前にご相談ください。 

２０ 領収書の宛名はどのように記載し

たら良いか。 

〇〇町内会（町内会名）または、

〇〇町内会サロンと記載してくだ

さい。 

２１ サークル活動は対象となるか。 対象となりません。町内会が主催

するサロン活動が対象です。 

２２ 子ども会、婦人会や老人会などが

サロン活動を行うことはできる

か。 

町内会として実施する場合に限り

可能です。子ども会、婦人会や老

人会としてサロン活動を実施する

ことはできません。 

また、実施する際は町内会内で良

く相談してください。 

２３ 補助金を町内会の口座ではなく、

他の口座へ入金することは可能

か。 

町内会対象事業のため、町内会以

外の口座へ入金することはできま

せん。 

２４ 年度途中でサロンを開設したが、

その際の補助金額はいくらになる

か。 

「志木市町内会サロン活動支援補

助金交付要綱」の別表第２（第４

条関係）のとおりです。 

２５ サロン活動をはじめたい。最初に

何をすればよい。 

まず、町内会の中で話し合い、承

認のうえ、市民活動推進課へ内容

のご相談をお願いします。確認の

うえ、申請書をお渡しさせていた

だきます。サロン内容等、ご不明

な点があれば、事前に市民活動推

進課までお越しください。 

２６ サロン活動は、町内会未加入の人

が参加しても問題ないか。 

町内会未加入の人が参加しても問

題ありません。ただし、未加入の

人が参加できるかどうかはサロン

活動を実施する町内会の判断とな

りますので、町内会でよく話し合

って決めてください。 

２７ 年度末の事業報告について、領収

書は原本でないといけないか。 

コピーでも可です。 



２８ サロン活動ではどのようなことを

実施すれば良いのか。 

健康体操や脳トレ、茶話会、多世

代交流、子育てサロンなどです。 

 


